
加齢は認知機能、身体機能及び感覚機能などの生理機能を減退させ、認知症やサルコペニアなどの

加齢性疾患の基礎要因となり得えます。老化研究や加齢性疾患の薬物開発のためには、生理機能が

低下した老齢動物を用いた研究が重要です。今回は老齢マウスを用いて経時的に認知機能を評価し

ましたので紹介いたします。 
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当社は、ＨＳ財団動物実験認証施設です 
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 Middle-agedマウスは、視覚機能は正常範囲で、かつ 

弱い認知機能障害を示す。⇒ 認知症モデルへの応用が可能 
Oldマウスは、認知機能障害を示すが、視覚機能障害がみられるため、行動試験に適さないと考えられる。 
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